科目名称：工学倫理
モジュール名称：モジュール２：専門職としての技術者
一覧表

	キーワード
	解　説

	専門職（プロフェッション）
	医者、法律家、技術者などの職業を指す言葉。高度な教育を要する、専門職団体を持つ、その業務を独占的に行う権利を持つ、倫理綱領を持つなどの特徴を持つ。

	技術者の責任の3つのモデル
	業務過誤モデル、合理的注意モデル、立派な仕事モデルがある。それぞれの項を参照のこと。

	業務過誤モデル
	代表的な工学倫理のテキストにおいて著者のハリスらの提案する技術者の責任についての三つのモデルの一つ。技術者は、法令などで定められた最低限の義務だけ果たしていればよい、という考え方。合理的注意モデル、立派な仕事モデルの項も参照。

	合理的注意モデル
	ハリスらの提案する技術者の責任についての三つのモデルの一つ。単に最低限の義務だけ果たしていればよいわけではなく、公益を守るために当然必要なレベルの注意をはらいながら業務を行うべきだ、という考え方。業務過誤モデル、立派な仕事モデルの項も参照。

	立派な仕事モデル
	ハリスらの提案する技術者の責任についての三つのモデルの一つ。技術者は、公益のためにできる限り最善の行動をとるべきだ、という考え方。業務過誤モデル、合理的注意モデルの項も参照。

	倫理綱領(ethical code)
	専門職団体や企業などが定める、倫理的に行動するための指針。

	シティコープタワー
(Citicorp Tower)
	ニューヨークにあるシティコープグループの本社ビル。このビルの設計者ルメジャーは自分の強度計算の誤りを見つけたときに模範的な行動を行った。

	ルメジャー（William LeMessurier)
	シティコープタワーの項参照。
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